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１．本手引き作成のねらい

２１世紀は、バイオテクノロジーの世紀とも呼ばれています。今日、人類は食糧問題、

環境問題、先進国における高齢化、新興・再興感染症など様々な問題に直面してい

ます。

バイオテクノロジーは、食料の生産能力の飛躍的拡大、環境低負荷型の工業プロ

セスの実現、バイオ燃料の生産、疾病の予防・治療や健康の維持などの分野で多大

な可能性を秘めた２１世紀のキーテクノロジーです。

日本は、従来からの発酵技術等を基盤にバイオテクノロジー分野で優れた実績をあ

げており、今後もバイオテクノロジーの研究開発の進展と成果の迅速な実用化が必

要とされていますが、バイオテクノロジーに対する一般の方々の理解と受容は必ずし

も進んでいないのが実情です。また、現在の学校教育（理科、生物等）の内容では、

バイオテクノロジーの最新の動向を十分にフォローできていません。

本手引きは、以上の背景を踏まえて、バイオテクノロジーに関心のある方が、様々

な場面でバイオテクノロジーについて教えたり、自ら学んだりするときに役に立つ教材

（バイオ副教材）を集め、その効果的な使用方法をまとめたものです。本手引きが、

様々な方に利用され、バイオテクノロジーの健全な発展と普及拡大に役立つことを希

望します。

平成２１年３月 （財）バイオインダストリー協会

本書の資料編に掲載した「主なバイオ副教材の詳細内容」データにつきましては、バイオ入門
ホームページ「みんなのバイオ学園－バイオ図書館－」からもご覧いただけます。

http://www.jba.or.jp/top/bioschool/library/index.html










































































































































